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本編は学位規則（昭和 28 年 4 月 1 日文部省令第 9 号）第 8 条による 
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論文内容の要旨 
      







































































本論は、以下の 5 章から構成されている。 
 










第 2 章 日本の市民科学の評価 
市民科学の歴史は古く、日本において科学研究に活用された市民が収集したデータは西暦
801 年まで遡ることができる。市民科学に注目し数多くの研究が行われているアメリカでは


































第 5 章 結論 
日本の市民科学を改善し発展させるために、本研究の結果に基づいて日本の市民科学プロ
ジェクトの問題点や改善点を整理した結果、日本の市民科学の課題は「参加者の継続性」
や「データベースへのアクセスの利便性」、「データの活用方法」であることを明らかにで
きた。日本で行われている市民科学自体を評価した研究は少なく、本研究の結果は日本の
市民科学の発展に大きく寄与するものである。本研究で明らかになった三つの課題のうち
「参加者の継続性」に関しては、参加意欲を向上させるために満足感や自己成長、プロジ
ェクトの楽しさを実感させることが重要であり、それらの意識を向上させるための教育プ
ロセスや仕組みが必要であると考えられた。「データベースへのアクセスの利便性」や「デ
ータの活用方法」に関しては、市民に対して収集したデータや情報への利便性を高めると
ともに、生態系管理や科学論文などへの活用を促すことが望ましいと考えられた。生物調
査の初心者でも初心者に適したプログラムをつくることで市民は科学論文に耐えうるデー
タを収集できることを明らかにできたことから、日本の市民科学プロジェクトは単にデー
タを収集するだけでなく、収集したデータを科学論文に耐えられるまでのレベルに引き上
げる解析や教育、または、生物多様性の保全のための管理方法への活用方法を検討するべ
きであるとの結論に達した。 
  
 本研究の結果から、日本の市民科学においては教育的アプローチの重要性や参加者の継
続性の課題が明らかとなった。 
今後の日本の市民科学の発展のためには、以下のことが重要である。 
① 参加者が生態系の調査や管理の意義と方法を理解し、独自に調査を行うための調査手順
やデータの精度を確保するための種の同定、データベースへのアクセス方法やデータの活
用方法などに関する教育プログラムの作成と実践を行うことで、参加者への市民科学教育
を行うこと。 
② 参加者の継続性を確保するための参加者の教育を継続して行うこと。 
③ マップやグラフなどによって参加者の成長度を公表することや、プロジェクトスタッフ
や専門家、その他の参加者とのコミュニケーションの醸成をはかること。 
④ 参加者の楽しさを向上させ、精度の高いデータを収集できる参加者を確保することによ
って、高精度の長期的、かつ広域のデータ収集を可能にすること。 
 
以上をまとめると、 
本研究論文は、日本における生物多様性保全分野における市民科学を評価し改善点を示す
ことで、長期的かつ広域的な情報を必要とする生物の移動や分布や地域の生態系管理に関
する研究等において、市民参加や市民との共同調査がきわめて有効であること、市民参加
による科学研究の意義や潜在能力を認識する必要があることなどを明らかにしたものであ
る。このような、従来行われてこなかった市民科学プロジェクト自体を評価する研究はき
わめて貴重であり、日本における市民科学の発展に大きく寄与するものと評価できること
から、博士（環境情報学）の学位論文に値するものと判断する。 
 
 
